
令和３年６月定例会 一般質問 
令和３年６月 22 日（火）  

 質問者 質 問 項 目 ・ 要 旨 

１ 
細田 孝子 

（公明党） 

１．人口減少施策について 

 ・人口減少対策に向けた更なる施策について 

 ・県立釜石病院の分娩休止について 

 ・移住定住対策について 

２．福祉行政について 

 ・社会的孤立・孤独対策について 

 ・生理の貧困について 

３．防災行政について 

 ・備蓄計画の見直しについて 

２ 
磯﨑 翔太 

（創政会） 

１．人口減少対策について 

 ・人口減少の要因について 

 ・人口増加に資する施策について 

 ・移住定住の推進について 

２．企業誘致について 

 ・ワーケーション及び企業機能の一部移転について 

 ・オフィス誘致の可能性について 

３．企業支援について 

 ・キャッシュレス決済について 

 ・アフターコロナを見据えた支援について 

３ 
佐々木 聡 

（令和クラブ） 

１．第六次釜石市総合計画について 

 ・安心して生活できる体制の充実について 

 ・適正な土地利用の推進について 

 ・魚のまち復活に向けた取組の推進について 

 ・釜石の強みを生かした国内外の交流の拡大について 

 ・郷土芸能の継承について 

２．第４次行政改革大綱について 

 ・人口減少にともなう生活関連サービスへの影響について 

 ・指定管理者制度に関する指針の改正について 

４ 
千葉 榮 

(21 世紀の会) 

１．県立釜石病院の医師確保及び診療科の課題と取り組みについて 

 ・診療体制を変更して、約８ヵ月過ぎたが、市民への影響は。 

 ・診療体制を変更したことにより、例年と比較して、管轄外搬送等の影響は。 

 ・産科が休止すれば、人口減にも拍車がかかり地域に影を落とすのでは。 

 ・岩手医科大学へ市長はじめ要望を行ったと聞いているが、要望の結果は。 

２．釜石市消防団員に係る今後の取り組みについて 

・総務省消防庁の通告は年報酬等の実質的な引き上げを提言することになる

が、当局の考えは。 

 ・釜石市消防団員の年報酬・出勤手当等は県内各市消防団員と比較してどの位

置か。 

 ・釜石市消防団員の条例定数は何名なのか、現在消防団員数は何名で充足率は。 

 ・消防団事務について、市の業務だと考えるが当局の考えは。 



令和３年６月定例会 一般質問 
令和３年６月 23 日（水） 

 質 問 者 質 問 項 目 ・ 要 旨 

１ 
三浦 一泰 

（清和クラブ） 

１．地域情報化基盤整備について 

 ・テレビ視聴及びブロードバンドについて 

 ・ＩＣＴを活用した市民サービス向上について 

２．温室効果ガス排出削減について 

 ・2050 年までの温室効果ガス排出実質ゼロに向けた考えについて 

 ・資源のリサイクルについて 

３．釜石市役所内の働き方改革について 

 ・労働時間管理の状況について 

 ・ＡＩやＲＰＡの活用による業務削減の進捗状況について 

２ 
山﨑 長栄 

（公明党） 

１．地方公共団体情報システムの標準化について 

 ・管理・保守に専門人材の配置は 

 ・クラウドを活用したまちづくりについて 

２．災害時における学校施設の利用について 

 ・学校避難所運営方策の検証・整備の結果について 

 ・挙げられた９項目の課題検証の結果と出された課題への対応について 

 ・学校別の施設利用計画の策定は 

 ・新型コロナの感染に備えての施設整備の現況について 

 ・臨時休業における真に必要な場合についての具体的な認識について 

３ 
古川 愛明 

（創政会） 

１．復興まちづくりについて 

 ・第六次釜石市総合計画スタートにあたっての課題は 

２．福祉行政について 

 ・ヤングケアラー問題への考え方について 

 ・ヤングケアラー把握方法について 

 ・生活困窮者支援策について 

３．文化スポーツ行政について 

 ・ラグビーのまち構想について 

  



令和３年６月定例会 一般質問 
令和３年６月 24 日（木） 

 質問者 質 問 項 目 ・ 要 旨 

１ 
水野 昭利 

（21 世紀の会） 

１．財政問題について 

 （人口問題について） 

 ・国勢調査人口と交付税等の財政問題について 

 （高齢者対策について） 

 ・高齢者施設等について 

２ 高橋 松一 

１．中期財政計画と行政の執行体制について 

・新年度から人口減少と高齢化を見据え行政の執行体制を改められたが多くの退

職者が見られ執行体制の脆弱さが懸念されているが対策は。 

２．東日本大震災対策と台風 19 号対策について 

・東日本大震災について一つの区切りはついたものの、国の方では流石に新たな

対応的組織が設立されたと聞く、どのような対応されているのか、あわせて台

風 19 号対策の今後の取り組みは。 

３．害獣対策と空き家対策について 

・熊・鹿の大型動物から、猿、穴熊、ハクビシン、猫も最近は野良化だ。猿以外

の小動物は空き家が棲み家。それぞれ対策を急ぐべき。 

４．市民（住民）への行政報告の開示について 

・小佐野地区のまちづくりの土地の売買の件、新庁舎建設予定のかさ上げの問題、

大きな事業の進捗状況に一抹の不安が生じてきていることが最近明らかにな

った。全市民はもとより、関係住民は不安の日々。取り組み状況を開示すべき、

予算については山積している課題にふりむけるべき。 

３ 深澤 秋子 

１．医療行政について 

 ・分娩機能休止報道から 3 か月、その後の市の対応について 

 ・10 月以降の妊産婦への支援について 

 ・医療への満足度を高める対策について 

２．公道のユニバーサルデザインについて 

 ・市道の車イス走行時の安全対策について 

 ・市道拡幅工事の基準について 

３．水産行政について 

 ・福島第一原発汚染水の海洋放出について 

４．東京オリンピック・パラリンピックについて 

 ・パブリックビューイングの新型コロナウイルス感染症対策について 

 ・ホストタウンについて 

 


